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情
報
メ
デ
ィ
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第
一
章

前
史

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
九
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
北
海
道
大
学
に
お
い
て
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
教
育
に
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
組
織
で
あ
り
、
二
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
を
前
身
と
す
る
学
内
共
同

教
育
研
究
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
身
の
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
、
そ
の
草
分
け
の
時
代
に
遡
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
を

め
ぐ
る
北
海
道
大
学
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

北
海
道
大
学
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育
の
歴
史
は
、
一
九
六
八
年
七
月
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
委
員
会
に
設
け
ら
れ
た

教
育
小
委
員
会
に
始
ま
る
。
一
九
七
〇
年
四
月
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
前
身
の
計
算
セ
ン
タ
ー
を
学
生
の
教
育

用
に
活
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
一
九
七
〇
年
八
月
か
ら
情
報
処
理
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。
使
用
し
た
計
算
機
は
、
一
九
六
二
年
に
購

入
し
たN

E
A

C
2203G

及
びH

IPA
C

103

で
あ
り
、
コ
ア
メ
モ
リ
が
高
々
四
〇
〇
〇
語
の
紙
テ
ー
プ
で
入
力
す
る
古
色
蒼
然
と
し
た
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
が
、
実
習
を
受
け
た
学
生
は
年
間
約
五
〇
〇
名
に
達
し
た
（
一
九
七
四
年
か
らH

IT
A

C
8250

を
利
用
し
た
）。
学

部
専
門
教
育
で
の
実
習
の
ほ
か
、
教
養
部
学
生
を
対
象
と
す
る
計
算
セ
ン
タ
ー
独
自
の
講
習
会
（
単
位
外
）
を
開
催
し
た
。
施
設
及
び

人
員
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
計
算
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
理
学
部
は
、
計
算
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
定
員
枠
を
学
内

共
同
利
用
施
設
の
も
の
と
考
え
、
こ
の
お
か
げ
で
、
情
報
処
理
教
育
の
将
来
に
向
け
て
、
必
要
な
要
員
を
確
保
し
、
他
大
学
に
先
駆
け

て
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
七
三
年
五
月
、
文
部
省
は
、
情
報
処
理
教
育
振
興
の
基
本
構
想
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
計
画
指
針

を
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
情
報
処
理
教
育
の
あ
り
方
と
大
学
に
お
け
る
そ
の
具
体
的
推
進
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
応
え
、

そ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
経
験
を
ふ
ま
え
、
北
海
道
大
学
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育
の
た
め
の
本
格
的
な
体
制
を
備
え
る
べ
く
、
一
九
七
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五
年
六
月
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
置
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
教
育
内
容
、
教
育
方
法
、
教
育
責
任
等
に
つ
い
て

の
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
一
九
七
九
年
度
概
算
要
求
で
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

第
二
章

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー

第
一
節

セ
ン
タ
ー
の
発
足

一
九
七
八
年
十
二
月
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
真
向
か
い
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
家
が
竣
工

し
、
こ
こ
に
、
一
九
七
九
年
四
月
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
は
発
足
し
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
理
学
部
田
中
一
教
授
が
就
任
し
た
。

同
年
十
二
月
、
第
二
期
工
事
が
竣
工
し
、
合
わ
せ
て
一
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
一
九
八
〇
年
十
月
、
開
所
式
を
挙
行
し
た
。

同
年
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
長
田
博
泰
を
助
教
授
と
し
て
選
び
、
助
教
授
一
、
教
務
職
員
二
、
技
官
一
、
事
務
官
一
と
い
う
極
め

て
小
所
帯
（
セ
ン
タ
ー
の
事
務
は
理
学
部
事
務
部
に
お
い
て
処
理
）
な
が
ら
、
全
学
生
に
情
報
処
理
教
育
を
行
う
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
開
始
さ
れ
た
。

一
九
七
九
年
十
月
か
ら
、
教
養
部
で
、
田
中
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
自
然
科
学
特
別
講
義
「
情
報
科
学
」
が
開
講
さ
れ
た
。
翌
年
、
「
情

報
処
理
概
論
」と
名
称
を
変
え
、
教
養
部
学
生
を
対
象
と
す
る
計
算
機
実
習
を
伴
う
情
報
処
理
教
育（
講
義
と
実
習
一
五
回
で
二
単
位
）

が
開
始
さ
れ
た
。
講
義
で
は
、
情
報
及
び
計
算
機
の
機
能
等
情
報
処
理
の
基
礎
に
関
す
る
解
説
を
行
っ
た
。
履
修
学
生
数
は
、
当
初
約

五
〇
〇
名
で
、
四
年
後
に
は
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
た
。「
情
報
処
理
概
論
」
は
、
一
九
八
五
年
、
共
通
科
目
「
情
報
処
理
」
と
な
り
、
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一
九
九
五
年
に
全
学
教
育
の
体
制
が
変
わ
る
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
の
助
教
授
が
担
当
し
た
。「
情
報
処
理
」
に
対
し
、
セ
ン
タ
ー
は
、
形

式
的
に
は
、
実
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
際
は
、
セ
ン
タ
ー
利
用
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
、
Ｂ
種
教
育
と
呼
び
、

全
面
的
に
協
力
し
た
。
と
は
い
え
、
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員
数
は
僅
か
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
先
進
的
と
い
え
る
方
策
が

と
ら
れ
た
。

Ｂ
種
教
育
の
内
容
は
、FO

R
T

R
A

N

とPascal

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
実
習
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
教
育
方
式
を
採
る
か
、

設
置
準
備
委
員
会
で
は
、
準
備
段
階
で
行
っ
て
い
た
実
習
の
担
当
者
の
意
見
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
学
生
を
二
〇
名
前
後
の
適
当
な

グ
ル
ー
プ
に
編
成
し
て
実
習
を
行
う
方
式
を
採
用
し
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
多
数
の
実
習
コ
ー
ス
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
教

養
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
密
度
は
高
く
、
こ
の
実
習
の
た
め
に
新
た
に
時
間
帯
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
通
常

の
講
義
時
間
帯
に
多
数
の
コ
ー
ス
を
並
置
し
、
そ
の
中
か
ら
任
意
に
選
択
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
多
数
の
コ
ー
ス
で
実

習
指
導
に
あ
た
る
人
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
計
算
機
を
利
用
で
き
る
と
い
う
条
件
で
、
実
習
指
導
員
と
し
て
、
学

内
の
教
官
及
び
大
学
院
生
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
計
算
機
の
操
作
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
文
法
の
学
習
は
、
セ
ン
タ
ー

が
製
作
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
利
用
す
る
自
学
自
習
方
式
（
Ａ
種
教
育
と
呼
ん
だ
）
を
採
用
し
た
。
こ
の
た
め
に
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

入
門
（
二
巻
）」、「
フ
ォ
ー
ト
ラ
ン
（
六
巻
）」、「
パ
ス
カ
ル
（
五
巻
）」、「
Ｔ
Ｓ
Ｓ
入
門
（
一
巻
）」
を
製
作
し
た
。
問
題
は
、
こ
の
よ

う
な
方
式
で
学
習
効
果
が
ど
の
程
度
ま
で
達
す
る
か
で
あ
る
が
、
一
年
後
、
こ
の
方
式
で
、
目
標
と
す
る
全
学
生
に
情
報
処
理
教
育
を

実
施
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
確
信
さ
れ
た
。
こ
の
教
育
方
式
は
、
形
を
変
え
つ
つ
も
、
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
き
わ
め

て
熱
心
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
実
習
指
導
員
は
、
大
学
院
生
の
活
用
と
い
う
点
で
は
、
Ｔ
Ａ
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
り
、
指
導
の

点
で
は
、
今
日
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
メ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
他
の
教
養
部
教
育
及
び
学
部
専
門
教
育
に
対
し
て
も
計
算
機
シ
ス
テ
ム
と
実
習
の
場
を
提
供
し
た
。
こ
れ
を
Ｃ
種
教

育
と
呼
ん
だ
。
セ
ン
タ
ー
利
用
学
生
数
は
、
当
初
約
一
〇
〇
〇
名
、
五
年
後
に
は
、
三
〇
〇
〇
名
を
超
え
た
。
一
九
八
二
年
度
、
新
し

部 局 史 1236



い
教
育
の
試
み
と
し
て
、
Ｄ
種
教
育
を
開
始
し
た
。
単
位
外
で
は
あ
る
が
、
学
生
の
積
極
性
に
応
え
、
Ｂ
種
教
育
あ
る
い
は
Ｃ
種
教
育

を
終
え
た
学
生
を
対
象
に
、
セ
ン
タ
ー
が
認
め
た
課
題
で
、
自
主
的
な
研
究
開
発
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
端
末
エ
デ
ィ
タ
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
作
成
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
表
示
等
、
実
習
で
利
用
さ
れ
た
も
の
も
多
く
開
発
さ
れ
た
。
現
在
は
、
研
究
開
発
学
生
と

呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
自
主
的
な
研
究
開
発
の
場
の
提
供
は
、
教
育
補
助
と
し
て
の
学
生
の
活
用
と
と
も
に
、
今
後
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

セ
ン
タ
ー
は
、
僅
か
な
教
職
員
で
、
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
実
習
申
込
み
、
実
習
コ
ー
ス
管
理
、
実
習
支
援
と
制
御
、
実
習
記

録
の
蓄
積
と
利
用
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
―
北
海
道
大
学
情
報
処
理
教
育
管
理
シ
ス
テ
ム
（H

IPE
C

S

）
を
実
現
さ
せ
た
。
セ
ン
タ
ー

が
設
計
し
、
日
立
製
作
所
が
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
は
人
手
に
よ
る
機
械
的
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

学
生
の
学
習
状
況
を
正
確
に
把
握
で
き
、
学
習
効
果
を
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
日
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
先
駆
け
で

あ
る
。

最
初
の
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
、
日
立
製
作
所
の
大
型
汎
用
計
算
機H

IT
A

C
M

-170

と
Ｔ
Ｓ
Ｓ
端
末
二
〇
台
、
カ
ー
ド
パ
ン
チ
機
二

五
台
、
Ａ
種
教
育
用
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
二
五
セ
ッ
ト
等
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
算
機
の
処
理
能
力
は
、
そ
れ
ま
で
のH

I-

T
A

C
8250

に
比
し
約
一
〇
倍
高
速
で
あ
っ
た
が
、
現
シ
ス
テ
ム
の
パ
ソ
コ
ン
（Pentium

III
450M

H
z

）
に
比
し
約
一
〇
〇
倍
遅
い
も

の
で
あ
る
（
現
在
、
パ
ソ
コ
ン
は
一
〇
〇
〇
台
余
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
体
の
処
理
能
力
と
し
て
は
、
二
〇
年
間
で
、
約
一
〇
万

倍
に
な
っ
て
い
る
）。
そ
の
後
、
一
九
八
二
年
、H

IT
A

C
M

-180
に
更
新
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
端
末
を
五
〇
台
に
増
強
し
た
。
一
九
八
四
年
、

Ｔ
Ｓ
Ｓ
端
末
を
一
五
〇
台
（
五
〇
台
を
学
部
分
散
配
置
）
に
増
強
、
パ
ソ
コ
ン
を
一
〇
台
導
入
し
た
。
一
九
八
五
年
、H

IT
A

C
M

-200

H

に
更
新
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
端
末
を
一
八
〇
台
に
増
強
し
た
。
一
九
八
七
年
、H

IT
A

C
M

-280H

に
更
新
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
端
末
を
パ
ソ
コ
ン

端
末
〔80286

（10M
H

z

）,

メ
モ
リ3M

B
,

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク20M

B

の
パ
ソ
コ
ン
で
あ
る
が
、
大
型
汎
用
計
算
機
の
端
末
と
し
て
も

機
能
す
る
〕
に
変
え
、
二
四
〇
台
（
八
〇
台
を
学
部
分
散
配
置
）
に
増
強
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
五
台
導
入
し
た
。
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一
九
八
九
年
、H

IT
A

C
M

-680H

に
更
新
し
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
三
二
〇
台
（
一
八
〇
台
を
学
部
分
散
配
置
）
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
〇
台
に
増
強
し
、
カ
ー
ド
パ
ン
チ
機
を
廃
止
し
た
。
一
〇
年
間
で
、
大
型
汎
用
計
算
機
の
処
理
能
力
が
約
三
〇

倍
に
な
る
と
と
も
に
、
端
末
の
パ
ソ
コ
ン
化
に
よ
る
分
散
処
理
及
び
学
部
へ
の
分
散
配
置
が
進
ん
だ
。

一
方
、
こ
の
間
、
一
九
八
三
年
度
に
教
務
職
員
一
の
助
手
振
り
替
え
が
、
一
九
八
四
年
度
に
助
手
一
の
純
増
が
、
一
九
八
五
年
度
に

技
官
一
の
純
増
が
、
一
九
八
六
年
度
に
は
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
増
築
が
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
、
一
九
八
八
年
度
に
は
、
電
子
計

算
機
等
借
料
が
年
額
約
一
〇
〇
〇
万
円
増
額
さ
れ
年
額
八
〇
三
四
万
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
の
情
報
化
が
進
む
中
で
、
情
報
処
理

教
育
セ
ン
タ
ー
は
近
未
来
に
お
い
て
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
検
討
す
べ
く
、
一
九
八
五
年
、
運
営
委
員
会
に
、
文
学
部
寺
岡
隆
教
授
を

委
員
長
と
す
る
将
来
計
画
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
二
年
間
に
亘
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
、
情
報
館
構
想
等
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

文
部
省
に
お
い
て
も
、
一
九
八
六
年
、
大
学
等
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育
の
基
本
的
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
が
出
さ
れ
た
。
計
算
機
の

役
割
が
、
計
算
の
た
め
の
機
械
か
ら
様
々
な
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
セ
ン
タ
ー
は
、
計
算
機

実
習
の
ほ
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
教
育
の
た
め
の
場
の
提
供
も
積
極
的
に
推
し
進
め
た
。
増
築
棟
に
視
聴
覚
講
義
室
を
新
設

し
、
田
中
セ
ン
タ
ー
長
自
ら
理
学
部
の
講
義
「
量
子
力
学
」
を
行
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
教
育
に
お
け
る
教
材
開
発
と
活
用

及
び
教
育
方
法
と
効
果
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
一
九
八
八
年
三
月
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
田
中
セ
ン
タ
ー

長
が
停
年
を
迎
え
、
一
九
八
八
年
四
月
、
教
育
学
部
北
島
象
司
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。
一
九
八
九
年
、
北
海
道
大
学
に
学

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
（H

IN
E

S

）
が
敷
設
さ
れ
、
情
報
処
理
教
育
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
セ
ン
タ
ー
の
改
組

一
九
九
〇
年
四
月
、
理
学
部
白
濱
晴
久
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。
一
九
九
二
年
十
二
月
、
文
部
省
及
び
北
海
道
大
学
主
催
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の
「
平
成
四
年
度
情
報
処
理
教
育
研
究
集
会
」
が
、
セ
ン
タ
ー
を
担
当
部
局
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
全
国
各
地
か
ら
五
五
〇
名
余
が
参

加
し
、
九
〇
件
の
発
表
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
二
二
件
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
、
計
算
機
シ
ス
テ

ム
を
更
新
し
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
三
八
五
台
（
二
五
四
台
を
学
部
分
散
配
置
）
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
七
六
台
（
二

一
台
を
学
部
分
散
配
置
）に
増
強
し
た
。
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
二
〇
台
設
置
し
た
。
大
型
汎
用
計
算
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
統
合
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
す
べ
て
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
し
た
。
同
年
、
長
田
助
教
授
が
弘
前
大
学
に
転
出
し
、
後
任
に
岡
部

成
玄
が
就
い
た
。
一
九
九
三
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ブ
ラ
ウ
ザ
ーM

osaic

が
登
場
し
た
年
で
あ

る
。
セ
ン
タ
ー
も
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
、
独
自
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
メ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ス

グ
ル
ー
プ
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
等
の
利
用
を
開
始
し
た
。
翌
年
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
で
の
電
子
メ
ー
ル
及
びM

osaic

利
用
も
開
始
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
学
内
の
研
究
室
に
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
教
育
で
の
利
用
が
先
行
し
た
。
Ｂ
種
教
育
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
、
文
書
・
表
計
算
処
理
が
加
わ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
登
場
し
た
。
数
年
前
か
ら
減
少
し
つ
つ
あ
っ
た
履
修
学
生

数
も
一
挙
に
増
え
、
一
二
〇
〇
名
を
超
え
、
そ
れ
ま
で
の
最
高
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
北
海
道
大
学
で
は
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱

化
を
受
け
、
一
九
九
五
年
度
か
ら
、
学
部
別
一
貫
教
育
の
学
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
部
一
貫
教
育
実
施
準
備
委
員
会
が
設
け

ら
れ
、
工
学
部
丹
保
憲
仁
教
授
を
委
員
長
と
す
る
第
三
専
門
委
員
会
に
お
い
て
情
報
処
理
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
積
み
重
ね

ら
れ
た
。
一
九
九
四
年
四
月
、
理
学
部
塩
�
洋
一
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。
同
年
、
理
学
部
と
の
協
議
の
結
果
、
助
手
一
名

の
採
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
九
九
五
年
四
月
、
学
部
別
一
貫
教
育
の
学
制
が
発
足
し
た
。
情
報
処
理
教
育
の
実
施
体
制
が
変
わ
り
、

担
当
教
官
が
増
え
、
履
修
率
は
九
割
を
超
え
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
発
足
時
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

を
整
備
す
る
た
め
に
、
電
子
計
算
機
等
借
料
の
校
費
補
填
が
認
め
ら
れ
、
一
九
九
六
年
、
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
た
。
大
型
汎
用
計
算
機

を
廃
止
し
、
サ
ー
バ
ー
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
、
分
散
処
理
・
分
散
配
置
を
強
化
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

八
八
台
（
五
一
台
を
学
部
分
散
配
置
）、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン
を
六
六
〇
台
（
三
九
五
台
を
学
部
分
散
配
置
）
に
増
強
し
た
。
全
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学
生
が
日
常
的
に
利
用
す
る
教
育
基
盤
と
な
っ
た
。

高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
一
般
情
報
処
理
教
育
は
、
情
報
の
発
生
か
ら
処
理
を
経
て
新
た
な
情
報
の
創
造
に
至
る
情
報
学
の
総
合

教
育
で
あ
り
、
教
育
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
推
進
す
べ
く
、
一
九
九
六
年
、
文
部
省
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
二
一
世
紀
の
高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
報
告
を
ま
と
め
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
教
授
方
法
の
研
究
開
発
の
た
め
に
、

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
拡
充
・
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
こ
の
報
告
に
沿
う
形
で
、
一
九
九
七
年
、
京
都
大
学
で

は
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
を
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
改
組
し
、
翌
年
、
名
古
屋
大
学
が
こ
れ
に
続
い
た
。
一
方
、
東
京

大
学
で
は
、
一
九
九
九
年
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
と
教
育
用
計
算
機
セ
ン
タ
ー
等
を
統
合
し
た
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。

北
海
道
大
学
に
お
い
て
も
、
丹
保
憲
仁
総
長
の
も
と
、
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
一
九
九
九
年
度
概
算
要
求
で
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研

究
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
廃
止
・
転
換
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
。
情
報
処

理
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
極
め
て
小
さ
な
部
局
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
、
情
報
通
信
技
術
の
急
激
な
発
展
の
中
で
、
弾
力
的
な

運
営
が
で
き
、
全
学
生
に
情
報
処
理
教
育
を
行
う
と
い
う
大
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

第
三
章

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー

一
九
九
九
年
四
月
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
教
育
の
実
施
及
び
支
援
並
び
に
情

報
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
た
め
の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
工
学
研
究
科
伊
藤
精
彦
教
授
が
初
代
セ
ン
タ
ー
長

に
就
任
し
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
科
学
基
礎
（
教
授
水
田
正
弘
）、
情
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
（
教
授
赤
間
清
）、
情
報
メ
デ
ィ
ア
科
学
応
用
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（
教
授
岡
部
成
玄
）、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
教
授
野
坂
政
司
）
の
四
分
野
を
も
っ
て
発
足
し
た
（
セ
ン
タ
ー
の
事
務
は
、
当

分
の
間
、
工
学
部
事
務
部
に
お
い
て
処
理
す
る
）。
電
子
計
算
機
等
借
料
が
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
増
額
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
一
二
五
四
台
（
九
〇
二
台
を
学
部
分
散
配
置
）
に
増
強
し
た
。
二
つ
の
仮
想

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
日
々
初
期
化
す
る
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
た
。
ま
た
、
言
語
教
育
用
に
、

五
二
台
配
置
し
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
言
語
学
習
）
環
境
を
構
築
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
り
、
一
年
生
に
対
し
、
前
期
に
集
中
し
て
情
報
リ
テ
ラ
シ
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
情
報
教

育
企
画
委
員
会
（
工
学
部
か
ら
三
名
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
三
名
で
構
成
）
で
検
討
を
重
ね
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
、
ほ
ぼ
全
学
生
が
履
修

す
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
教
育
「
情
報
処
理
Ｉ
」
を
前
期
に
実
施
し
、
後
期
に
は
、
講
義
「
情
報
科
学
」
及
び
よ
り
進
ん
だ
情
報
処
理
教
育

「
情
報
処
理
Ⅱ
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
情
報
リ
テ
ラ
シ
教
育
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
た
適
性
利
用
の
手
引
き
を
教

材
と
し
て
活
用
し
て
情
報
倫
理
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
四
月
、
工
学
研
究
科
佐
藤
義
治
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。
大
学
設
置
基
準
が
改
定
さ
れ
、
授
業
実
施
に
関
す

る
空
間
的
時
間
的
制
約
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
習
が
で
き
る
と
い
う
教
育
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
化
が
促
進
さ
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
大
学
・
大
学
院
設
置
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
総
長
裁
量
経
費
等
の
支
援
を
受
け
、
言
語
文
化
部
西
堀
ゆ
り
教
授
、
水
産
科
学
研
究
科
天
下
井
清
教
授
等
と
共
同
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
、
函
館
・
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
間
及
び
北
海
道
大
学
・
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
間
で
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ

オ
相
当
の
高
質
な
映
像
・
音
声
を
用
い
た
遠
隔
教
育
の
実
験
授
業
等
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

国
立
大
学
の
独
立
法
人
化
等
の
動
き
の
中
で
、
組
織
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
国
立
七

大
学
に
お
い
て
、
一
九
九
九
年
度
の
東
京
大
学
に
お
け
る
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
設
置
を
皮
切
り
に
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
、
情
報
処

理
教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
後
継
組
織
等
の
統
合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。北
海
道
大
学
に
お
い
て
も
、高
度
情
報
化
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ャ
ン
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パ
ス
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
情
報
技
術
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
及
び
情
報
基
盤
を
担
う
関
連
技
術
の
研
究
の
推
進
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
新
し
い
高
度
な
教
育
の
実
施
を
め
ざ
し
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー

等
を
統
合
し
た
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
立
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
、
高
等
学
校
に
お
い
て
情
報

が
必
修
教
科
に
な
る
。
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
教
育
は
入
学
以
前
の
習
熟
度
に
対
す
る
補
完
と
し
て
必
要
で
あ
る
が
、

問
題
意
識
と
情
報
発
信
能
力
の
高
い
学
生
を
養
成
す
る
た
め
に
、
情
報
教
育
及
び
情
報
環
境
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
執
筆

岡
部
成
玄
）

写真２ 田中一初代センター長

写真５ センター初代計算機システム

写真６ 米国スタンフォード大学（スクリーン上）との遠隔授業（２００１年）

写真３ 初期授業風景（カードパンチ機とTSS端末）

写真１ 開所式

写真４ NEAC２２０３G, HIPAC１０３
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